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論 文 内 容 の 要 旨

この論文は焼結式ニッケル ･ カドミウム ･ アルカリ蓄電池の製造工程が極めて複雑であるのに対し, こ

れと同等の性質を有する電池を, 粘結材にポ リエチレンを使用し加圧成形による方法で製造することを意

図し, 基礎的な研究から始めて, 実用化への可能性を確かめるに至った経過をまとめたものである｡ 緒請,

5章, 結論からなっている｡

緒論では, 上記のような本研究の目的をのべ, ついで第 1 章では, 活物質とポ リェチレンおよびポ リュ

チレンオキシ ドの粉末混合物をニッケル金網に圧着する方法によって製造したカ ドミウム系負極掛 こつい

て充放電の際の電流一電位閃鼠 気孔率の測定などを検討し, つぎのことを明らかにしている｡

(1)活物質 :ポリエチレン:ポリエチレンオキシ ド-80:15:5が, 利用率および耐久試験結果からみて

よい｡

(2) ノミイソダーにポリェチレンのみを使用した場合, カドミウム酸化物による極掛 ま利用率が少ないが,

水酸化カドミウムを用いると, 容量, 利用率が大である｡ しかし, 後者は耐久性が少なく充放電サイクル

による容量低下が大きいが, この欠点はアルカリリグニンを電解液に添加することにより防ぎうる0

(3)カドミウム水酸化物をその酸化物に添加した極板は, 化成が容易で, 充放電特性は良好であり, 加圧

成形しやすい｡

第1章で総合的にみて良好な性質を示したカドミウム水酸化物を用い検討した結果を, 第2章でつぎの

ようにまとめている｡

(1) 充放電による容量低下はポリエチレンオキシ ド添加により抑制できるが, 充放電サイクルの末期の

充電電位および過電圧が増大し, 間欠放電の場合に分極電位が低下するなど悪影響がある｡

(2) 極板の内部抵抗, 自己放電率はポリエチレンオキシ ド添加により影響を受けない｡

(3) ポリエチレンおよびポリエチレンオキシ ドは強アルカリ液中で電解酸化 ･還元により本質的な変化

ほうけない｡
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ついで第3章では, カドミウム水酸化物 ･ポ リェチレン系負極板の充放電による容量および利用率低下

の欠点を解決するために, アンチモンの添加を試みた結果をのべている｡ すなわち, 無添加極板にたいし,

容量低下率が45-70%減少し, 充放電特性が向上することを認めている｡ さらにアンチモンの効果の原因

を種々の電気化学測定, Ⅹ線回折などによりしらべ, 充放電によるアンチモンの溶出により比電導度が上

昇すること, 充電時に一部溶出アンチモンが電析し, カ ドミウム結晶の粗大化を防止することを明らかに

している｡

第4章では加圧成形による正極掛 こついて検討した結果をのべている｡ すなわち, 活物質としてニッケ

ル水酸化物を使用し, これに電導材としてグラファイ ト, 粘結材としてポリエチレンおよびポ リエチレン

オキシ ドを種々の割合に混ぜた混合物を加圧成形した極掛 こついて, 実験している｡ その結果, 充放電特

性および耐久性に対しポリエチレンオキシ ドの添加は悪影響があり, 機械的性質を劣化せしめることを明

らかにしている｡

最後に第5章では, 以上の各章でのべた研究結果より優れた性能を示したニッケル水酸化物 ･ グラファ

イ ト･ポリエチレン系正極板とカドミウム水酸化物 ･ アンチモン ･ポリエチレン系負極板とを用いて実際

に電池を組み, 耐久試験とサイクル毎の充放電特性について検討し, 当初懸念されていたカドミウム負極

からのアンチモン溶出による対極 (正極) への影響はほとんど認められず, 良好な特性を示し実用化の可

能性があることを認めている｡

結論は以上の研究を総括したものである｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

この論文は焼結式ニッケル ･ カドミウム ･アルカリ蓄電池が高性能を示す反面, その製造工程が複雑で

ある欠点を解決する目的でなされた研究であり, 著者はその解決法として粘結材にポリエチレンを使用し

た加圧成型方法を採るべきであると考え, その基礎研究から始め, 実用化の可能性を確めるに至った経過

をまとめたものである｡ その主な成果はつぎの通 りである｡

まず, 負極板に関し活物質としてカドミウム酸化物あるいは水酸化物を用い, これとポリエチレンおよ

びポリエチレンオキシ ドの粉末混合物をニッケル金網に圧着する方法で製造したものについて, 充放電の

際の電流- 電位曲線, 気孔率の測定結果よりつぎのことを明らかにしている｡

(1)バインダーにポリエチレンーポ リエチレンオキシ ド系混合物を用いると, 利用率および耐久性はよ

い｡ しかし, 充放電サイクルの末期の充電電位および過電圧が増大し, 間欠放電の際の分極電位が低下す

る欠点がある｡

(2) ポリエチレンのみを用いる場合にはカドミウムの水酸化物を用いる方が容量, 利用率ともによいが,

耐久性が少なく, 充放電サイクルによる容量低下が大きい｡ しかしこの欠点は, 電解液中へのアルカリリ

グニンの添加あるいは極板中へのアンチモンの添加により改善できる｡ 以上2点を総合的に考え, カドミ

ウム水酸化物 ･ アンチモン ･ポ リエチレン系負極板が優れているとしている｡

ついで, 正極板について, 活物質としてニッケル水酸化物を用い, 電導材としてグラファイ ト, 粘結材

としてポリエチレンおよびポリェチレンオキシ ドを種々の割合に測ぜ加圧成型した極板について検討し,
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充放電特性, 耐久性, 機械的性質等の面よりニッケル水酸化物 ･ グラファイ ト･ポリエチレン系極板が優

れていることを認めている｡

さらに上記の優れた性能を示した極板を用いて実際に電池を組み, 耐久試験とサイクル毎の充放電特性
■

について検討し, 良好な成績を得, 実用化の可能性があると結論している｡

以上要するに本論文は加圧式ニッケル ･ カドミウム ･アルカリ蓄電池の製造に関し, 主として電流一電

位の関係, 過電圧, 電導度などの電気化学的な立場から正負両極板をそれぞれ別個に基礎的に研究し, そ

れを資料に実際に電池を組みその実用性を確めた経過をのべ, 従来の焼結式に比し製造法を簡略化できる

ことを明らかにしたものである｡ 学術上, 工業上寄与するところが少なくない｡

よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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